
平成２６年度  旭中学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す生徒像含む） 
人間尊重の精神を基盤に豊かな心と個性を持ち、自主性・創造性を発揮して、たくましく生きる力を培い、広く世界を見つめ

ながら、進んで社会の発展に貢献できる民主的な人間を育成する。 
  【めざす生徒像】心豊かで思いやりのある生徒（豊かな心） 自ら学び創造力のある生徒（自主的な学習）          

健康でやる気のある生徒（健康な体と気力） 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 
・心身ともに人間育成のため、「知・徳・体」の教育を調和的に展開する。 
・全職員が教育に携わる者としての自覚のもと、協力して生徒・保護者・地域社会から信頼される教育の推進に努める。 
・多様な資質や生育歴を持つ生徒の存在を認識し、適正な生徒理解や明確な方針により、健全な社会生活を営むことのできる人

間育成に努める。 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 
(1) (1 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進 

 学級経営の基盤となる教師と生徒の信頼関係の構築   
生徒を生かす場を設定し、所属学級に一人ひとりが誇りを持てる学級づくりの推進 

   〇校舎内外に潤いのある環境作り 
(2) 「確かな学力」を身に付けるための学習指導 

〇基本的な学習態度、学習内容の基礎･基本の定着を図る指導 
 学ぶ喜びや達成感が持てる授業展開の工夫 

(3) 健やかな心身を育てる教育の推進 
〇健康・安全に関する基本的な生活習慣の確立 
〇粘り強く取り組む身体活動の実践 
〇家庭との連携を図った食育の充実 

(4) 新たな教育課題への対応 
 特別支援教育への理解と支援 

   学校マネジメントを生かした教育活動  
 

 
４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
【 学 校 運 営 】 

組織の一員としての在り方、人権感覚を醸成するとともに、公務員としての品格を高める。（教職員の資質向上） 
新体育館関連整備、清潔で潤いのある学校づくりに努める。（学校環境の整備） 

【 学 習 指 導 】 
毎時間の授業を大切にして、基礎・基本の定着とさらなる学力の向上を目指す。（指導力アップ） 

【 児 童 生 徒 指 導】 
一人ひとりの生徒に寄り添い、基本的生活習慣の定着と人として大切な心を育てる。（生徒理解） 

【健康（保健安全・食育）・体力】 
部活動、生徒会活動、学級活動、学校行事等を中心に粘り強く取り組み、自分に負けない踏ん張れる子供を育てる。 

 
 
 

[旭地域学校園教育ビジョン] 

 「地域に愛される旭っ子」 

 地域社会の一員としての役割や責任を自覚し、家族や友人、地域の人々への感謝の気持ちをもち、思いやりをもって

接するとともに、元気にあいさつし、ルールやマナーを守るなどの社会性を身に付け、進んで身の回りの人々や地域の

ために奉仕的に行動できる子ども 

 



５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

 学校行事で生徒が意欲的・主体的

に活動できる場と時間を計画的に確

保する。 

Ｂ 

【達成状況】 
昨年度と比較して、肯定的な評価の割合が

高くなり、数値指標を達成できた。また、市

の平均と比較しても全ての評価者で肯定的な

評価が上回っている。 
【次年度の方針】 
(1) 生徒会・職員・保護者・地域の方が参加

して行うあいさつ運動を継続して行う。 
(2) 学校行事では、生徒が主体的に参加でき

るように、計画的に準備を進めていく。 

Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

 生徒理解に努め、教師と生徒の人

間関係を大切にしながら教育活動に

あたる。 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員・生徒・保護者ともに、数値指標を

達成するとともに、昨年度と比較しても肯定

的回答のポイントが上昇した。しかし、地域

の方からの評価は市の平均や昨年度より下回

った。 
【次年度の方針】 
・今年度同様に、生徒理解の場を設定し、教

職員・生徒間の良好な関係を維持するととも

に、研修等で教職員の資質の向上を図る。 

Ａ３ 生徒は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

〇5 分前行動の徹底を図るとともに、 
教育活動全般を通してきまりを守る

姿勢を育てる。 
Ｂ 

【達成状況】 
昨年度と比較しても肯定的回答が上昇し

た。また全ての評価者で市の平成を上回り良

好である。 
【次年度の方針】 
・今年度の指導を継続していくとともに、生

徒自ら進んで考え判断し行動できる資質を身

に付ける場と機会を設定する。 

Ａ４ 教職員は，分かる授業や

生徒にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

授業の初めに明確な課題を提示す

るとともに、生徒の理解状況を確認

しながら、わかる授業を目指す。 

Ａ 

【達成状況】 
肯定的回答が８０％を超え、数値指標を達

成した。教職員・生徒・保護者は昨年度より

肯定的回答が上昇したが、地域の方の評価は

下回った。 
【次年度の方針】 
(1) 課題を設定し、見通しを持てるような授

業を継続させる。 
(2) わかる授業をめざし、授業参観や授業研

究会によって授業力の向上を図る。 

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

(1) 研修や打ちあわせ等で、いじめ

に対する対応を検討し,教職員の

資質向上を図る。 
(2) いじめの早期発見・早期対応を

行うとともに、いじめを許さな

い集団を作る。  

Ａ 

【達成状況】 
肯定的回答が全ての評価者で８０％を上回

り、数値指標は達成された。また、市の平均

を上回っている。しかし、他と比べて、保護

者の肯定的回答は低く、次年度の課題である。 
【次年度の方針】 
(1) 教職員・生徒ともに人権感覚を磨き、早

期発見早期解決の体制を構築する。 
(2) 学校の取組を他へ発信する。 



Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

(1) 生徒がいきいきと生活できるよ 
うに、各行事のバランスを図る。 

(2) 授業時間を確保するため授業交 
換などを積極的に行い、自習を減

らす。 Ａ 

【達成状況】 
昨年度と比較して、肯定的な評価の割合が

高くなり、数値指標を達成できた。市の平均

と比較しても全ての評価者で肯定的な評価が

上回っている 
【次年度の方針】 
・教育課程については、大部分は今年度のも

のを継続して行うが、さらに生徒が活動しや

すいようにいくつか改善する。（例：時間割を

Ⅱ期にする。通常と短縮日課の朝の時間を統

一する。） 
 

Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行わ

れ，開かれた学校づくりが

進められている。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

〇家庭訪問や学校公開日の設定、各

種だより、ＨＰなどを利用して学校

の情報を発信･提供する。 
Ａ 

【達成状況】 
全ての評価者において肯定的回答が高く、

数値指標は達成されている。 
【次年度の方針】 
・次年度からホームページの方法が変更され

る。公開の方法を制度化し、最新の情報を発

信できるように努めていく。 

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

地域の学校づくりが推進

されている。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

〇３地区の地域懇談会を実施し、積

極的な意見交換を行うとともに、地

域の方々の経験を生かし、豊かな教

育活動を展開する。 Ａ 

【達成状況】 
全ての評価者の肯定的回答が、昨年度と比

較し上回った。また、市の平均も全て上回っ

ており、良好である。 
【次年度の方針】 
・今年度も同様の取組を継続させるとともに、

保護者・地域の方の力を学校の教育活動に反

映させていく。 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

(1) 教室や廊下の掲示物を計画的に 
整備するとともに、できるだけ多

くの生徒の作品を掲示する。 
(2)〇学習にふさわしい環境や潤いの

ある環境を作るため、清掃活動の

充実や緑化活動に力を入れる。 
 

Ａ 

【達成状況】 
全ての評価者の肯定的回答が、昨年度と比

較し上回った。また、市の平均も全て上回っ

ており、良好である。 
【次年度の方針】 
(1)今年度の取組を継続させ、学習にふさわし

い環境の整備を進める。 
(2)次年度は、生徒自ら環境を整備しようとす

る態度や意欲を育成することを目指した

い。 
B1 教員の人権感覚を磨き、教

育公務員としての品格を高

める。 

【数値指標】肯定的評価 80％ 

 

 校内研修等で教員の人権感覚を磨

くとともに、教員同士、学校関係者

や生徒への声かけを工夫する。 Ｂ 

【達成状況】 
全ての評価者の肯定的回答が９０％を上回

った。 
【次年度の方針】 
・今年度の取組を継続させていくとともに、

教職員の人権感覚をより一層磨いていく。 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ10 生徒は，進んであい

さつをしている。 

【数値指標】 

  肯定的評価 80％ 

〇生徒会、教職員、保護者、地域の

方々が協力して、朝のあいさつ運動

を実施する。 
Ｂ 

【達成状況】 
全ての評価者の肯定的回答が９０％を上回

った。また、市の平均も全て上回っており、

良好である。 
【次年度の方針】 
・今年度の取り組みを継続するとともに、生

徒がより進んであいさつし易い環境を作って

いきたい。 

Ａ11 生徒は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

  肯定的評価 80％ 

〇あらゆる教育活動を通して言語活

動の充実を図るとともに、ＴＰＯに

合った言葉遣いを指導する。 Ａ 

【達成状況】 
数値指標を上回り、すべてにおいて市平均

を超えている。 
【次年度の方針】 
・数値指標は上回っているが、まだまだ足り

ないところであると考え、生徒の発表の場を

多くするなど、援助・指導の徹底を図る。 



B2 自分に負けない踏ん

張れる生徒を育てる。 

【数値指標】 

肯定的評価 80％ 

道徳教育、特別活動（学級活動、

生徒会活動、学校行事）や部活動を

通し、夢や目標を持ち、困難に負け

ない、強い心を育成する。 Ｂ 

【達成状況】 
全ての評価者の肯定的回答が８０％を上回

った。 
【次年度の方針】 
・生徒たちに責任を持たせ、生徒たちで解決

していくような場面や、生徒自ら進んで考え

判断し行動できる資質を身に付ける場と機会

を設定する。 

健

康

・

体

力 

Ａ12 生徒は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

  肯定的評価 80％ 

 体育で正しい運動の仕方を身に付

けさせるとともに、学級活動や部活

動によって生涯体育につながる指導

を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 
・昨年度よりも肯定的回答が高くなっていて、

成果はあったが、生徒の肯定的回答が 74.3％ 
であるため、達成されたとは言えない。 
【次年度の方針】 
(1) 保健体育の授業で、正しい運動の技能を

身に付けさせるとともに、運動の楽しさ

や喜びを味あわせる。 
(2) 学級活動や部活動によって将来にわたり

継続してスポーツに親しめるよう指導す

る。 

Ａ13 生徒は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】 

  肯定的評価 80％ 

〇「給食だより」や保健・学級活動

で食の大切さを自覚させるととも

に、健康のために苦手な食材も食べ

る姿勢を身に付けさせる。 
Ｂ 

【達成状況】 
・昨年度よりも肯定的回答が大幅に高くなっ

ている。おおむね達成されている。 
【次年度の方針】 
(1）「食育だより」「給食カレンダー」や保健・

学級活動で食の大切さを自覚させる。 
(2) 学校栄養士が専門的な立場から集団また

は個別の指導を行い、健康のための食生

活を身に付けさせる。 

B3 心身の健康を図るた

め、積極的に部活動に参

加している。 

【数値指標】 

肯定的評価 80％ 

(1) 各部の活動内容や取組状況を生 

徒会などで紹介する。 

(2) 魅力的な部活動にすることによ 

って、加入率を高める。 
Ｂ 

【達成状況】 
・4 月当初の部活動加入率は 1 年生 93％・2
年生 92％・3 年生 87％ですべて 80％を超え

ている。 
【次年度の方針】 
(1) 各部の活動内容や取り組み状況を生徒会

集会等で紹介する。 
(2) 異なる志向の生徒が一緒に活動できるよ

うな魅力ある活動にすることにより、加

入率を高める。 

学 

 

習 

Ａ14 生徒は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

  肯定的評価 80％ 

 確かな学力を身に付けさせるため

に、基礎・基本の定着を図る方策を

各教科で工夫するとともに、家庭学

習のやり方を工夫させる。 

Ｂ 

【達成状況】 
・昨年度よりも肯定的解答が１０％以上高く

なっていて、十分に達成されている。 
【次年度の方針】 
(1)基礎・基本の定着を図る方策を各教科で工

夫をする。 
(2)「学習の手引き」を配布し、家庭学習のや

り方を工夫させる。 
 

Ａ15 生徒は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

  肯定的評価 80％ 

〇「学習の約束」を身に付けさせる

とともに、言語活動を取り入れ、自

分の意見をしっかりと発表できる態

度を身に付けさせる 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的解答が９０％を超えており、十分に

達成されている。 
【次年度の方針】 
(1)チャイム席の徹底など「学習の約束」を身

につけさせる。 
(2)自分の意見をしっかり発表したり、友達の

発表をしっかり聞く態度を身につけさせ

る。 



本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

B4 教師の授業力を向上させ

る。 

【数値指標】 

肯定的評価 80％ 

 

授業参観や学校公開で授業を公開す

るとともに、教師同士が授業を見せ

合い、助言し合う。 

Ａ 

【達成状況】 
教職員・生徒・地域の方の肯定的回答が９

０%を上回った。数値目標を達成しているが、

保護者の肯定的回答が８６％に留まり、次年

度への課題となった。 
【次年度の方針】 
(1) 教職員の授業力を向上させるため、互い

に授業を見せ合い、助言し合う取組を定

期的に取り入れたい。 
(2) 小中間での教科部会や授業参観を制度化

させる。 

〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

(1) 昨年度と比較すると、全ての評価者が全般的に肯定的な評価をしており、今年度の本校の取組は妥当であった評価できる。 
(2) 教職員と生徒による評価で肯定的な評価の割合が低いものは、積極的な運動である。これは、校庭の整地など工事によっ

て校庭が使えなかったことに起因すると考えられる。工事が終了したので、生徒が校庭等を有効活用することで、運動を積極

的に行うとともに、教科指導によって生徒の意欲を喚起したい。 
(3)〇保護者による評価では、食育、いじめ対応や教科指導について、他と比較して肯定的回答の割合が低い。バランスのとれ

た知徳体を育成していくことを目指し、次年度の計画に反映させたい。小学校との連携を図りながら、9 か年を見通して指導

計画を作成したい。そのために、小中一貫の取組で、従来の部会のほかに、教科部会を開催し、小中の連携を深めたい。 
(4) 地域の方の評価で肯定的な評価の割合の低いものは、生徒の授業への取り組み方であった。積極的な話し合い活動、意欲

的な授業態度等においてもっと出来るであろうとの指摘である。生徒へ指導するとともに、教職員が授業法を研究し、生徒が

活躍する活発な授業作りを行うことが必要である。研修によって、教師の授業力を伸ばしていきたい。 
 

 
６ 学校関係者評価 
(1) 肯定的な評価のポイントが上がったのは、あいさつやきちんとした生徒の態度が評価された。小学生の手本になっている。 
(2) 中学生のボランティア活動は活発であり、地域としてはありがたい。次年度も協力をお願いしたい。 
(3) 下校、部活の様子や、欠席の減少の様子から、学力ばかりでなく、心や体の健康も育てられていることがわかる。 
(4) 家庭や地域が子どもを育て、学校が磨く体制が大切である。内面も十分に育っている。 
(5) 学校がきれいで、環境がすばらしい。清掃活動などが行き届いている。 
(6) 教職員と生徒の評価は違うのは当たり前。地域住民は学校の内情はわからない。生徒の評価が正直な評価であろう。「わか

らない」という項目をどのように解釈するか。文言の訂正も必要であろう。 
(7) 落ち着いている状態だからこそ、次年度の課題を安全安心（自転車の乗り方も含めて）としてはどうか。 
(8) 地域協議会の活動やその人材をＰＴＡへ紹介する機会を作る。 
(9) 人材バンクを作り、学校の活動へ支援していきたい。 

 
７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
(1)〇「地域に愛される旭っ子」の育成については、今年度まで行ってきた取組を継続して実施するとともに、家庭、地域や学

区内小学校との連携をより図っていく。 
(2) 学力の向上については、今年度も実施した学習習慣の定着を図る取組を継続させるとともに、教職員の授業力の向上を目

指し、お互いの授業を見せ合い、指導法を研究する研修会を開く。 
(3)〇小中一貫教育として、教科部会を開催し、小中間での指導法の研究と教科の関連を検討していく。 
(4)〇社会性を身に付け、地域社会に貢献できる人間の育成を目指し、道徳の時間を中心に全教育活動の中で実施される道徳教

育を意図的・計画的に行う。さらに、小中 9 か年の旭地区の指導計画に基づいて指導していく。 
(5) 健やかな体を育成するために、体育を中心に全教育課程や部活動において計画的・継続的に行う。また、給食や特別活動

等で、食の大切さを考えさせる食育や避難訓練を通して、健康・安全についての知識や技能を身に付けさせたい。  
 


